慈悲と愛について
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　　　　　　　慈悲と愛について･･･････････････････････････　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ほし),星)　　 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(よう),洋) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こ),子)
　愛とは許す行為

　読者の皆様は、愛という言葉をよく聞いておられるし、又、実行しておられると思いますが、

先ず男女の愛について、ふれてみたいと思います。

　人間がこの世に出生する時、人は実在界において生活していたその本能を持って生れ出るもの

でございます。そうして、その本能の命づるままに、先ずお乳をしゃぶります。これは、あの世

において食事をとっていた習慣が、そのままEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あら),現)われるのでございます。

　こうして人は成長し、やがて青年に、あるいは思春期に達しますと、異性というものに興味をも

ち始めます。男女の区別は、あの世でもキチンと確立されています。異性のめざめは、それは丁

度プラスとマイナスの電気が互いEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(きゅういん),に吸引す)るように、愛という形で生じてまいります。

　そこで先ず、男女の愛ですが、愛の本質は現実的には相手をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ゆる),許)す行為であり、又、自分のもの

を与える。自分のものとは生きているあかし――よろこび、理解、物質、知識、情熱、意欲、希

望、悲しみも含まれています。つまり自分のすべてを与える。これを愛と申します。

　ところが、男と女が年頃となり、たがいに好きになるという事は、通常は興味を持っただけに

過ぎない場合が多いのでございます。そうして、その興味そのものが一つのものに対して、あた

かもそれが愛情のようなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さっかく),錯覚)をおこしてしまうのでございます。自分自身が一人の男性、女性を

感じた時に、自分の心は果たして単なるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(この),好)みであるか、あるいは愛であるかということを、自分

の心によく問うてみることが必要です。

　通常の男女の愛は、ただ単に、肉体的なつながり生活のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しゅだん),手段)にすぎないことが多いものです。

そうしてこうしたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(がいねん),概念)をもって子供に愛を教える、愛を説こうとしても、子供自身は、本当に理

解することはできないと思います。

　愛を感じる時、自分の心に現在一人の男性なり、女性が好きであるかEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きら),嫌)いであるか、そうして、

この愛は本物か興味本位かをただすことが大事であり、これにたいする答えは必然的に出てくる

のでございます。

　たとえば女の立場からある男性をみる場合、その男性は将来出世するか、金持になるかという

ことよりも自分自身がその人がみじめな姿となった時でも、その人を愛し続けていけるであろう

か。もしも愛しつづけることが可能とすれば、その答えは本物であり、愛に通ずることになりま

しょう。

　日本はとかく、武士階級の時代から、女はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(た),耐)えEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しの),忍)ぶように教えられ、男は自分のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じが),自我)を通すこ

とをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いき),生)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(が),甲)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(い),斐)とし、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とくい),得意)としたものです。女の耐え忍ぶ姿は、美しうございますが、耐え忍ぶと言

う事は、自分の心にワクをつくることになりますので感心いたしません。

　夫婦というものは調和にあります。調和という事は、たとえばご主人が、お前は俺についてこ

いというのでしたなら、女がついてゆかれるだけの信頼というものを教える。あるいは理解され

ていなければならないと思います。ただついてこいだけでは、それは調和ではなく、愛でもありま

せん。かつての武士階級そのままであり、自己保存まる出しとしかいえません。これでは女はご

主人のいうままに地獄に落ちてゆくより仕方がありません。そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ひと),女)にそれだけの覚悟ができてい

ればいいですが。しかし、それにしてもそのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ひと),女)自身も、これでは浮ばれません。したがいまして

ご主人にしても奥様にしましても、一つ一つの問題にたいして、それぞれがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(なっとく),納得)し得るだけの理

解なり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とくしん),得心)がなければ家庭の調和は保てないものとなりましょう。

　男というものは、大きく社会をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(て),照)らす一つEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(ともしび),の灯で)ございます。女は足元の小さEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o(\s\up 7(ともしび),な灯を)御主人の

ために照らし、家庭のために照らすというのが女の使命でございます。ところが近頃では、女は

結婚と同時に、三食昼寝つきとやらで、ただその上にあぐらをかき、自分の夫を夫であるという

だけで、支配しようとなさいます。一方、男の方も自分の妻は自分のものであるとして、自己主

張を通そうとします。これは、自分の自己保存のための支配であって、愛とはいえません。ま

た、夫婦ともいえません。

　夫は男であると同時に、一個の人間でございます。人間である以上は、人間としての道をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふ),踏)み

はずしてしまう時もござまいす。人間は本来神の子であり、その神の子である道から離れてしま

うのも人間です。ですから、道からはずれた時に、愛の手をさしのべ、それを許すだけの妻でな

ければなりません。

　妻の場合も、母であり、女であると同時に一個の人間です。子を産む、子を教育する、夫に対

しての妻であるというだけではなく、やはり女であり、人間であるという自覚を男性にも持って

いただきたいものでございます。

　夫婦としての調和は、先ずお互いが、男であり女であり同時に神の子としての人間であり、そ

れを踏みはずす人間でもあるという自覚がなければならぬのでございます。夫の苦しみは、妻の

苦しみであり、妻の喜びは夫の喜びでなければなりません。調和とはそうした環境の中から生れ

出てくるものでございます。

　調和とは、本来どのような意味かと申しますと、神仏の心を心とした心でございます。対人的

にはそうした心をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じ),持)しながら、人々と接する。しかし、現実は神仏の心とはほど遠いものです。

そこで、現実の中に自分自身をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(お),置)きながら、つまり現実的調和をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はか),図)りながら、自然のうちにその

環境、雰囲気を高めてゆく。論語の中にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(わ),和)して同ぜず、という言葉がありますが、あの意味は調

和ということでございます。

　夫婦は、その長い人生において苦楽を共にするというだけではなく、苦楽を通して人間として

の喜び、人間としての誇りを自覚することにあります。そうして、その中から神仏の心を心とす

る心、つまり真の調和に高めてゆくものでなければならないと思います。

　愛というものも、本来の意味は神仏の心でございます。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(うちゅう),宇宙)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そくわれ),即我)――自分自身が宇宙大に広が

った時に、愛の心を体験するものでございます。それは丁度、くらやみの中にさまよう舟、人々

にたいして悟りの岸はこちらですよといって照らす灯台の火でございます。灯台の火そのもの

は、ただひたすらに光を投げ与える。そしてそれによって、より多くの人々が迷いの岸から悟り

の岸に、無事に安着することを願うのみです。人々の幸せを願う心。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(むしょう),無償)の奉仕、無償の喜びは

愛の心を知った時に灯台の火のようにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(も),燃)えるものでございます。

　夫婦の愛も、口先や物質面のみにとらわれず、苦楽を通じて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(むしょう),無償)の喜びにまで高めてゆきた

いものでございます。好きだとか、嫌いとか、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さっかく),錯覚)やら興味本位では、夫婦愛というものは生れ

てきません。貧乏になり、病気となってもその男を、その女を、信じた時には、現象的には不幸

であっても変らぬということでなければならないと思います。信じた時とは、お互いが理解し合

った上でのことでございます。

　若い男女が、これから結婚しようという場合には、先ず自分の心に聞いて、果たして相手の男

性なり女性を、本当に愛せるものかどうか、ただ単に好き嫌いの感構だけではないか、というこ

とをたしかめて決めるべきだと思います。

　愛とは、現実的には許す行為でありますが、人を許せば何時の日か自分もまたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ゆる),許)されるのでご

ざいます。これEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(じゅんかん),は循環の)法則といって、めぐりめぐって自分にかえってくることを、この際、知

っておいていただきたいと思います。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じひ),慈悲)を持てば生命にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かくめい),革命)が

　次に、慈悲ということについてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふ),触)れてみたいと思います。

　慈悲というものは、皆様方が、たとえば困っている人を見た時に、ああ可哀想だ、助けてやろ
うという気になります。この心はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぼさつしん),菩薩心)といいます。自分の心があの世に通じ心が調和されてい

る時でございます。ところが困っている人を見ても、知らないふりをしている時は、自分自身の

ことだけ、いわば自己保存の心が強い時でございます。

　人間は、誰がなんといっても、一番可愛いいのは自分でございます。そうして、一番信じられ

るものも自分であり、自分だけです。親兄弟、親子よりも可愛いいのでございます。ところが、

その自分を信じたという事は人も信じられるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かてい),過程)を生み出すのでございます。妻であれば先ず自

分の夫、その次は自分の母、父。この人達には絶対の信頼をもつものでございます。その信じら

れるものが子供に移りEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(となり),、隣近)所に移ってゆくのでございます。

　自分が可愛いいとは、普通は肉体の自分が可愛いいのですが、自分の心を信じた時にはその心

は他に発展してゆくものでございます。各人の心というものは、陸続きなのでございます。瀬戸

内海にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(てんざい),点在)する島々を皆様ご存じだと思います。水面上に浮んだ一つ一つの島は、いかにもさび

しく、ポツンとして孤独です。ところが、水面下に沈んだ島の部分は、海底を通じて水面上の各

島々に陸続きなのでございます。つまり、水面上の島々（人間）は孤独で離れ離れです。けれど

も、水面下の島の部分（心）は、一つであるということです。

　ですから、自分の心を信じたときは、他の人の心をも信じられてくるのでございます。

　人の心、仏心というものは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(てんせい),転生)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(りんね),輪廻)という長い地上での生活、実在界での魂の練磨を経てき

ているのですから、それぞれ持ち合わせているものでございます。

　こうして、時に当り仏心がちょくちょく出る方と、出ない方とがあります。本来は、皆持ち合

わせているのですが、地上での生活環境にふり回わされて、仏心が奥にかくれてしまう方もある

のでございます。可哀想な人を見て、気の毒だ、なんとか助けてやりたいと思う心がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(わ),湧)いてきた

その心を仏心というのでございます。そうして、こうした心が隣りから隣りへ移ってゆくことを

慈悲というのです。

　慈悲とは、めぐむ与えることです。通常は情（なさけ）ともいえます。

　ところが、自分に出来ないこと出来そうにないことを引受けてしまう人がありますが、こうい

う心は、慈悲ではなくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じひま),慈悲魔)というのでございます。自分自身が現実というもの、自分の置かれ

た立場の中で、可能なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はんい),範囲)でしてあげることは、これは慈悲でございます。しかしEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(やすうけあ),安請合)いは慈

悲ではなく、自己満足であり、自分自身を苦しい立場にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(お),追)いこんでしまいます。また、慈悲の押

し売りもいけません。

　慈悲というものは生活の中において、近所の人、あるいは友人知人がそばに来て、何となく心

の安らぎを感じ、何となく胸の内を話したくなるというのが、慈悲であり、愛というものでござ

います。

　そうした広い心を持ち、そのような生活をしてゆくことにより、その人の心は一層高まり、実

在界に無限に伸びてゆくものでございます。

　法を聞きに来ることが喜びではなく、その法を、日々の生活に生かすことが大事なのでござい

ます。自己満足は循環の法則にしたがい、途中でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しゃだん),遮断)されてしまいます。

　私共のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(は),吐)くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(たんさん),炭酸)ガスは、緑の葉にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じよう),滋養)となり、緑の葉から出る酸素を私達がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(す),吸)っているので

ございます。生命も又EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(てんせい),転生)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(りんね),輪廻)しながら循環しているのでございます。法を聞くだけでは、自分
の中でとまってしまいます。とめれば光はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しゃだん),遮断)されてしまいます。循環してこないのでございま

す。

　私が、皆様に愛とか慈悲について申上げていますが、このことは私の使命でもあり、法を伝え

ることによって大自然から循環されるのでございます。

　皆様方の一人一人が、慈悲と愛の心を持ち、より多くの人を一人でも余計に救ってゆく心。貴

方のそばに来ると安らぎがあるというような広い心を持って、日々の生活にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はげ),励)んで下されば、皆

様方の守護霊を通じて、生活そのものに大革命がおこる筈でございます。
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